
小
お

熊
ぐま

 誠
まこと

学長
1978年筑波大学第一学群人文学類卒
業。85年同大学大学院博士課程歴史
人類学研究科単位取得退学。筑波大
学博士（文学）。専門は民俗学、文化
人類学。沖縄国際大学、神奈川大学
教授などを経て2022年より現職。

　2024年に創立96周年を迎えた神奈川大学。創設者の
米田吉盛が「教育は人を造るにあり」と説き、「中正堅
実」な若者を世に送り出すことを教育理念とする横浜学院
を1928年に横浜・桜木町に開学して以来、「人を造る」
教育を実践しています。
　近年は、みなとみらいキャンパスの新設や、学部学科の
新設・再編といった改革を進め、全11学部を擁する総合
大学へと発展しています。2022年の建築学部新設に続き、
2023年4月には横浜キャンパスに情報学部と化学生命学
部が新設され、理学部も湘南ひらつかキャンパスから移転、
理工系5学部全てが横浜キャンパスに集結（1）しました。
　2028年に迎える創立100周年と、その先の未来に向
けた神奈川大学の取り組みを紹介します。

「
教
育
は
人
を
造
る
に
あ
り
」

人
と
の
出
会
い
が
地
域
を
変
え
、
世
界
を
変
え

学
生
自
身
の
未
来
を
変
え
て
い
く
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良
識
あ
る
判
断
力
と
実
践
力
で

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

　

神
奈
川
大
学
は
「
人
を
造
る
」
と
い
う

建
学
の
精
神
の
も
と
、
開
学
以
来
「
中
正

堅
実
」
な
人
材
の
輩
出
を
重
視
し
て
き
ま

し
た
。
偏
っ
た
思
想
を
持
た
ず
、
真
実
に

基
づ
い
た
考
え
を
堅
実
に
育
む
た
め
の
教

育
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
は
「
質
実

剛
健
」
と
「
積
極
進
取
」
で
す
。「
質
実

剛
健
」
と
は
伝
統
や
古
典
を
尊
重
し
、
良

識
を
重
ん
じ
、
堅
固
な
思
想
を
も
っ
て
正

義
を
貫
く
こ
と
で
す
。「
積
極
進
取
」
と

は
自
由
な
発
想
で
自
ら
新
し
い
物
事
に
取

り
組
む
こ
と
で
あ
り
、
困
難
な
物
事
に
対

し
て
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、
進
歩
・
進
化

を
求
め
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
ら
の
現
代
的

な
解
釈
に
つ
い
て
、
小
熊
学
長
は
次
の
よ

う
に
話
し
ま
す
。

　
「
質
実
剛
健
は
、
基
本
的
な
学
力
を
身

に
つ
け
た
上
で
、
体
系
的
に
専
門
性
を
高

め
て
い
く
こ
と
。
積
極
進
取
は
、
産
学
連

携
教
育
な
ど
を
通
し
て
社
会
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
良
識
あ
る
判
断
力
と
実
践
力

を
育
む
こ
と
で
す
。
本
学
が
目
指
す
『
中

正
堅
実
』
と
は
、
こ
れ
ら
を
胸
に
自
主
的

か
つ
主
体
的
に
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

Ｓ
（First Year Sem

inar

）」
の
２
科
目

が
設
け
ら
れ
、
両
方
の
単
位
を
取
得
す
る

こ
と
で
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
証
明
と
な

る
「
オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
」
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
は
「
応
用
基
礎

レ
ベ
ル
」
も
ス
タ
ー
ト
。
数
理
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
の
基
礎
と
応
用
を
学

ぶ
「
教
養
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
「
教

養
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
」、
Ａ
Ｉ
技
術

の
実
践
を
学
ぶ
「
Ａ
Ｉ
の
実
践
と
社
会
へ

の
展
開
」、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
た
め

の
数
学
基
礎
を
学
ぶ
「
統
計
学
」
の
４
科

目
を
用
意
し
、
２
０
２
５
年
度
中
の
認
定

取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
創
出
す
る
学
び
が

学
生
を
成
長
さ
せ
る

　
「
教
育
は
人
を
造
る
」
と
い
う
理
念
は
、

学
生
の
意
欲
や
目
標
を
後
押
し
す
る
多
彩

な
支
援
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
12
月
に
は
、
大
学
で
の
研

究
・
技
術
を
社
会
実
装
し
、
よ
り
よ
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
「
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
認
定
制
度
」
を
発
足
。
そ
の
第
一

号
企
業
に
選
ば
れ
た
の
は
、
工
学
部
経
営

工
学
科
片
桐
研
究
室
の
学
生
３
名
が
起
業

た
め
の
資
質
と
い
え
ま
す
。」

　

な
お
、
こ
の
中
正
堅
実
で
向
学
心
の
あ

る
若
者
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
金
銭
的
な
理
由
が
向
学

心
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
創
設
さ

れ
た
の
が
、
１
９
３
３
年
か
ら
現
在
に
続

く
「
給
費
生
制
度
」
で
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を

全
学
的
に
推
進

　

神
奈
川
大
学
で
は
、
学
部
学
科
の
再

編
  （2）

が
進
み
、
２
０
２
３
年
に
は
化
学
生

命
学
部
と
情
報
学
部
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

化
学
生
命
学
部
は
「
応
用
化
学
科
」
と

「
生
命
機
能
学
科
」
の
２
学
科
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
素
材
な
ど
の
応
用
化
学
分
野
か
ら
、

遺
伝
子
、
タ
ン
パ
ク
質
、
動
植
物
生
理
学

と
い
っ
た
生
命
科
学
分
野
ま
で
、
充
実
し

た
実
験
環
境
の
も
と
、
分
野
融
合
的
に
学

修
し
ま
す
。
情
報
学
部
は
「
計
算
機
科
学

科
」「
シ
ス
テ
ム
数
理
学
科
」「
先
端
情
報

領
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
２
学
科
１
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
理
学
と
工
学
を
横
断
す
る
広
い
教

養
と
確
か
な
専
門
性
を
養
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
全

学
的
に
推
進
し
、
２
０
２
２
年
か
ら
「
共

通
教
養
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省

の
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
（
リ
テ
ラ

シ
ー
レ
ベ
ル
）」
の
認
定
を
受
け
た
「
リ

テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
」
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
活
用
や
Ａ
Ｉ
技
術
な
ど
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
修
得
す
る
「
教
養
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
」
と
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
基
礎
を

身
に
つ
け
る
１
年
次
前
期
の
科
目
「
Ｆ
Ｙ

（1） 横浜キャンパスに集結した理工系５学部
■理学部
　理学科
　・数学コース　・物理コース　・化学コース
　・生物コース　・地球環境科学コース
　・総合理学コース
■工学部
　機械工学科／電気電子情報工学科
　経営工学科／応用物理学科
■建築学部
　建築学科
　・建築学系　・都市生活学系
■化学生命学部
　応用化学科／生命機能学科
■情報学部
　計算機科学科／システム数理学科／
　先端情報領域プログラム

（2） 近年の主な学部学科再編
■2020年４月
　横浜キャンパスに国際日本学部を新設
■2021年４月
　みなとみらいキャンパスを新設
　 経営学部、外国語学部、国際日本学部が
みなとみらいキャンパスに移転
■2022年４月
　横浜キャンパスに建築学部を新設
■2023年４月
　 横浜キャンパスに情報学部と化学生命学部
を新設し、理学部が湘南ひらつかキャンパ
スから移転

し
た
「
株
式
会
社W

ell-Fed

（
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ド
）」
で
す
。W

ell-Fed

で
は
日
本

の
給
食
に
注
目
し
、
Ａ
Ｉ
・
数
理
最
適
化

技
術
を
活
用
し
た
栄
養
士
の
過
重
労
働
の

解
消
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
や
、
Ａ
Ｉ
技

術
に
よ
る
需
要
予
測
で
食
品
ロ
ス
の
削
減

を
目
指
す
な
ど
、
食
と
教
育
の
観
点
か
ら

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
認
定

を
受
け
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
大
学
の

施
設
・
設
備
が
利
用
で
き
る
ほ
か
、
大
学

が
所
有
す
る
特
許
等
知
的
財
産
権
の
使
用

に
関
す
る
優
遇
措
置
、
企
業
の
紹
介
な
ど

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
伝
統
の
実
学
教
育
で
あ
る

「
体
験
型
研
修
」
で
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、
自
然
体
験
、
地
域
貢
献
・
社
会

体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
現
地

に
足
を
運
ん
で
実
物
に
触
れ
、
多
様
な

人
々
と
協
力
し
な
が
ら
行
動
す
る
体
験
が

一
人
ひ
と
り
の
好
奇
心
を
高
め
、
人
間
的

な
成
長
と
実
践
的
能
力
を
促
し
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
経
営
学
部
で
は

「
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
し
、

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｂ
Ｃ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
は

じ
め
、
８
つ
の
言
語
か
ら
選
べ
る
語
学
学

修
、
日
本
に
い
な
が
ら
英
語
で
経
営
学
を

学
べ
る
英
語
開
講
科
目
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
）
や
各

種
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｂ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
メ
ン
ド
ー
サ
大
学
と
の
Ｃ
Ｏ

Ｉ
Ｌ
授
業
を
実
施
。
英
語
で
の
対
話
や
異

文
化
を
知
る
経
験
を
通
し
て
、
学
生
の
語

学
学
習
や
留
学
へ
の
意
欲
を
高
め
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
熊
学
長
は
、
こ
う
し
た
日
々
の
学
び

の
中
で
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
創
出
す
る

こ
と
が
、
学
生
を
成
長
さ
せ
る
の
だ
と
言

い
ま
す
。「
教
育
と
は
、
学
生
に
知
識
を

授
け
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

生
の
声
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
学
生
が
求
め

る
教
育
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
学
生
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
う
か
ら
こ
そ
、
大
学
は

学
生
の
人
間
形
成
に
寄
与
で
き
る
の
で
あ

り
、
対
話
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
教
育
力

向
上
の
原
動
力
な
の
で
す
」

国
際
都
市
・
横
浜
で
学
び
を
深
め

新
た
な
自
分
に
出
会
っ
て
ほ
し
い

　

神
奈
川
大
学
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
重
視
の
方
針
は
、
学
内
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
国
際
都
市
・
横
浜
に
は

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
集
ま
り
、
歴
史
的
建

造
物
の
官
公
庁
や
美
術
館
な
ど
の
文
化
施

設
も
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た

立
地
を
生
か
し
、
横
浜
エ
リ
ア
全
体
を

「
街
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し
て
捉
え
た

上
で
、
多
く
の
人
と
出
会
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
こ
と
を
重
視
。
学

び
の
宝
庫
で
あ
る
横
浜
で
探
究
を
深
め
、

社
会
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
で
す
。

　

例
え
ば
、
横
浜
市
を
は
じ
め
複
数
の
自

治
体
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
、
企
業
等

と
も
連
携
し
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
盛
ん
に
行
っ
て

い
ま
す
。
２
０
２
４
年
か
ら
は
、
横
浜
を

代
表
す
る
歴
史
的
建
築
物
「
横
浜
市
開
港

記
念
会
館
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
教

育
や
研
究
の
新
た
な
場
の
創
出
や
、
市
民

神奈川大学　

2021年に開設したみなとみらいキャンパス2023年４月に理工系学部が集結した
横浜キャンパス

最大880万円を給付。返還不要の奨学金で4年間学ぶ。

給費生試験［全学部全学科］
○4年間で最大 880万円を給付※
・ 入学金相当額を入学初年度に給付
法・経済・人間科学部は年額100万円、経営・外国語・
国際日本学部は年額 110万円、理・工・建築・化学
生命・情報学部は年額145万円を原則4年間給付※
・ 自宅外通学者には年間 70万円の生活援助金を原則
4年間給付※　 ※毎年継続審査あり

○全国23会場で実施！
 横浜（本学）・札幌・秋田・仙台・郡山・
新潟・富山・長野・松本・甲府・高崎・宇都宮・水戸・
さいたま・千葉・沼津・静岡・名古屋・大阪・松山・
広島・福岡・那覇

○2種類の合格
＜給費生合格＞＜一般入試免除合格＞
給費生として採用されなかった場合でも、一般入試合格
者と同等もしくはそれ以上の学力を有すると認められた
受験生は、一般入試を免除して入学が許可されます。

○留学費用の補助など、入学後のサポートも充実

　給費生制度は1933年から実施している神
奈川大学独自の伝統ある奨学金制度です。広
く全国から優秀な人材を募り、その才能を育成
することを目的としています。試験は例年12
月下旬に実施しています。一般入試と同様の3
科目型で行われ、推薦書不要、併願可能です。
給費生として入学すると、返還不要の奨学金
（4年間で最大880万円）を給付します。

◎試験日 ： 2024年12月22日（日）
◎合格発表日 ： 2025年1月12日（日）
　※ インターネット出願、郵送消印有効

＜昨年度参考＞
　志願者　8,786人
　給費生合格者　279人
　一般入試免除合格者　3,248人

向学心あふれる学生を
支援する給費生制度

に
向
け
た
生
涯
学
習
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

講
座
な
ど
、
社
会
連
携
事
業
を
展
開
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
２
０
２
４
年
７
月
に
は
、
学
生
と

横
浜
エ
リ
ア
の
高
校
生
が
連
携
し
、
横
浜

の
将
来
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
か

な
が
わ
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４

『
育
て
よ
う
・
未
来
へ
の
種
』」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
含
め
、
神

奈
川
大
学
で
の
学
び
に
つ
い
て
小
熊
学
長

は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
学
生
に
期
待
し
た
い
の
は
、
横
浜
と

い
う
地
域
を
通
し
て
日
本
を
学
び
、
世
界

を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
の
過
程
で
課
題
解

決
力
を
身
に
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ロ
ー

バ
ル
課
題
に
対
し
て
『
積
極
進
取
』
の
心

構
え
を
も
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
人
材

へ
と
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私

は
『
横
浜
か
ら
未
来
を
変
え
る
』
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
日
本
社
会
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
未
来
を
変
え
る
と
と
も
に
、
学
生
が

自
分
の
未
来
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
意
味

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
人
と
の
出

会
い
が
大
切
で
す
し
、
本
学
で
〝
可
能
性

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
自
分
〞
に
も
出
会
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
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